
 
 
 
 

 
 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
か
ら
３

年
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。 

 

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
を

５
月
８
日
か
ら
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」

に
引
き
下
げ
る
と
決
め
ま
し

た
。
感
染
者
の
外
出
自
粛
や
医

療
費
の
負
担
、
マ
ス
ク
着
用
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
な
ど
、
こ

れ
ま
で
と
対
策
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。 

 

今
月
は
、
感
染
分
類
が
変
わ

る
こ
と
に
よ
る
私
た
ち
の
生
活

の
変
化
や
、
そ
も
そ
も
感
染
分

類
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
を
ま

と
め
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

【寄稿】 

 
 

感
染
対
策
の
見
直
し
は
？ 

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
め
ぐ

り
、
厚
生
労
働
大
臣
は
ア
ク
リ

ル
板
の
設
置
な
ど
マ
ス
ク
の
着

用
以
外
の
対
策
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
専
門
家
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
す
る
考
え
を
示
し

ま
し
た
。 

 

大
臣
は
「
マ
ス
ク
着
用
を
見

直
し
た
あ
と
も
感
染
対
策
は
重

要
で
、
３
密
の
回
避
、
人
と
人
と

の
距
離
の
確
保
、
手
洗
い
な
ど
お

の
手
指
衛
生
、
換
気
な
ど
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

「
厚
生
労
働
省
の
感
染
症
部
会

か
ら
『
過
剰
と
も
言
え
る
感
染

対
策
は
で
き
る
か
ぎ
り
早
期
に

見
直
し
を
行
い
、
有
効
な
方
法

に
つ
い
て
情
報
発
信
を
す
べ

き
』
と

い
う
意

見
が
出
て
い

る
。
マ
ス
ク
以
外
の
対
策
も
専

門
家
の
意
見
を
聞
い
て
進
め
た

い
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

 

せんだい総合健診クリニック 

 院長 石垣洋子 

  どうなる？ 

マスク着用緩和の注意点 

 
 

 

感
染
分
類
と
は
？ 

 
 

 

 

感
染
症
を
予
防
し
流
行
を
抑

え
る
た
め
に
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
な
ど
の
病
原
体
を
、
感
染
の

広
が
り
や
す
さ
や
症
状
の
重
症

度
な
ど
に
応
じ
て
５
段
階
に
分

類
し
た
も
の
で
す
。 

 
 

 

分
類
が
変
わ
る
と
何
が
変

わ
る
？ 

  

分
類
が
変
更
さ
れ
る
と
、
政

府
や
都
道
府
県
な
ど
が
取
る
措

置
が
変
わ
り
ま
す
。
感
染
者
へ

の
入
院
勧
告
や
外
出
制
限
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
感
染
者
の
把

握
、
感
染
者
を
診
療
す
る
医
療

機
関
へ
の
補
助
と
い
っ
た
医
療

的
な
措
置
が
変
わ
り
ま
す
。
緊

急
事
態
宣
言
な
ど
は
な
く
な

り
、
飲
食
店
に
対
す
る
時
短
要

請
な
ど
も
な
く
な
り
ま
す
。
水

際
対
策
も
原
則
的
に
は
な
し
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
的

に
は
医
療
費
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
全
額
公
費
負
担
か
ら
一
部
自

己
負
担
に
変
わ
っ
て
い
く
見
通

し
で
す
。 

 

ま
た
、
感
染
症
法
上
の
分
類

の
意
向
に
先
立
ち
、
ス
ポ
ー
ツ

や
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
け
る
観
客

数
の
制
限
も
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。 

新
型
コ
ロ
ナ 

２
類
か
ら
５
類
へ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
２
０
２
３

年
５
月
８
日
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
等
の
５
類
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
長
い
長
い
３
年
余
に
わ
た
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
か
つ
て
な
い

感
染
症
と
の
闘
い
で
し
た
が
、
在
宅

ワ
ー
ク
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
な
ど
新
た
な

働
き
方
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆

す
べ
き
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
在
勤
・
在
宅
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
働
き
方
が
継
続
す
る
こ
と
は

確
実
で
あ
り
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
働

き
方
改
革
が
加
速
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
日
本
国
内
全
人
口
比
に
占
め
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
は
３
回
目
ま
で
の
方
が

６
８
．
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

は
未
だ
低
率
で
あ
る
た
め
、
４
月
以
降

も
無
料
で
の
接
種
を
国
と
し
て
も
検
討

中
で
す
。 

 

５
類
に
な
る
こ
と
で
、
自
宅
療
養
や

待
機
を
要
請
す
る
法
的
根
拠
は
な
く
な

り
、
軽
感
染
者
が
市
中
に
増
え
る
こ
と

で
感
染
が
広
が
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
感
染
対
策
を
講
じ
な
が

ら
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
上
手
に
移

行
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

令和５年３月１３日以降、個人の主体的な選択を

尊重し、着用は個人の判断にゆだねることになり

ます。 

現時点では、人との距離が２ｍ以上空けられな

い屋内や交通機関の中などではマスクの着用が

推奨されています。 

政府は１月２７日に開催された感染症対策本部

で、５類に移行後のマスク着用は「個人の判断に

ゆだねることを基本」とする方針を決めました。 

具体的には、３月１３日からマスク着用の緩和が

スタートとなります。 

ただし、下図に示すような場合は、マスク着用が

効果的となります。緩和に慣れていく上で参考に

してください。 


